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主査名 寺田一薫 福島学院大学教授 

研究テーマ 新たな運転者労働時間規制に対応した自動車運送システムの再構築 

研究の経過（4 月～9 月）： 

期間中の研究会開催は 1回であり、2024 年 9 月 30 日に、オンライン・対面併用方式によ

り第 1 回研究会を開催した。当日は、研究の方針と進め方、ならびに直近の政策動向につい

て議論を行った。 

具体的には、2024 年 4月の自動車(トラック、バス、タクシー)運転者労働時間等規制(改

善基準告示)変更点の法形式を含めた再確認、運転者不足の実態や大型・二種免許証取得状

況、自動運転導入の課題、関連するインフラ・設備投資ニーズ、運行管理面でのイノベーシ

ョンに関する論点整理を行った。また、一連の労働時間規制強化政策自体の社会的便益への

アプローチに関する議論も行った、 

とくにトラックに関しては、運送市場における荷主との関係変化、港湾ターミナルを含め

た RORO船によるトラック無人航送の課題など、具体的な変化・政策に関する議論を行っ

た。また、乗合バスについても、最近数次のダイヤ改正をつうじて、既に労働時間等短縮の

問題点が明らかになっており、年間拘束時間の 80時間の短縮よりも 1日最大拘束時間の週 2

回 1 時間の短縮の方が大きな制約となりがちであることなどを確認した。 

下期へ向けて（課題等）： 

第 1 回研究会での討議を踏まえ、テーマを絞って、下期にさらに 2 回の研究会を開催し、

最終的に研究討議の結果を報告書にまとめる。 

具体的なテーマ設定としては、人手不足対策としての外国人、女性、高齢者雇用の可能性、

自動運転と運行管理の主に制度的な課題、トラックの一層の RORO 船利用促進のための条

件再整理、乗合バス運行計画等にみる利用者ニーズと労働時間削減のバランスのとり方など

である。 
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